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◎良質米麦の出荷目標 

●一等米　100％ 

●整粒歩合80％以上確保 

●精米蛋白質含有率6.8％以下 

●仕上がり水分14.5～15.0％ 

●入れ目1％以上確保 

●全量種子更新 

●一等麦　100％ 

●低アミロ麦皆無 

●DON暫定基準値1.1ppm 

　以下でできるだけ低いこと 

●赤かび粒混入限度　0.0％ 

●異臭麦皆無 

●十分な入れ目の確保 

●全量種子更新 

◎農産物検査事業の方針 

◆公平、公正、迅速に行う。 

◆必要な技術的能力の維持・向上に努める。 

◆客観性・公平性から他部門からの影響排除。 

◆制度の適正な運営に寄与する。 

 

麦作 
雪腐病対策の徹底で良質小麦の安定確収を 
 
春まき小麦「初冬まき栽培」のポイント 
 
第31回（平成22年度）北海道麦作共励会の 
参加者・集団を募集中 
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売れる米を 低コストで 安定生産

めざそう 小麦の 品質向上

農産物検査の信頼性確保

を目指して

JAグループ北海道は一丸となって

農産物検査の信頼性確保に努めています



麦　　作 

雪腐病対策の徹底で良質小麦の安定確収を

北海道農政部食の安全推進局 技術普及課（北見農業試験場在勤）

主査（地域支援） 森 久 夫

雪腐病は、長い積雪下のあいだに、小麦が病原菌に侵され、茎葉が枯れる病害である。その発

生量は、根雪始めの時期と根雪期間の長さによって大きく左右されるため、予め発生量を予測す

ることは難しい。したがって、雪腐病は、赤かび病と同じように薬剤による予防防除が必須な病

害である。ここでは、雪腐病の種類と主な防除対策について述べる。

１ 平成２２年産秋まき小麦雪腐
病の発生状況
昨年（平成２１年）秋の根雪始めが遅く、本

年（平成２２年）春の融雪期が平年並みであっ

たため、積雪期間は短かった。このため、雪

腐病の発生量は全道的に少なく被害に至った

ほ場は少なかった。平成２２年における振興局

別雪腐病菌種割合を図１に示した。

菌種別に発生割合の高い地域は次の通りで

ある（各（総合）振興局管内）。

雪腐大粒菌核病 ：胆振

雪腐褐色小粒菌核病：石狩・後志・空知・

上川・留萌・網走

雪腐黒色小粒菌核病：網走・十勝

褐色雪腐病 ：上川・空知

２ 雪腐病防除の基本
雪腐病対策は良質小麦の安定確収に不可欠

である。この対策には、農薬による化学的防

除と併せて、耕種的対策も実施することが効

果的である。

耕種的な対策としては、

�連作をしない。
�ほ場の透排水性を改善する。
�適期は種を守る。
�融雪促進を行う。
等があげられる。

図１ ２０１０年振興局別雪腐病菌種割合（病害虫防除所）
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特に、小麦を連作すると、土壌中の雪腐病

菌密度が高まり、結果的に被害を助長して収

量は低下する。

輪作年限を短縮した場合、小麦では２年以

下の短期輪作で減収程度が大きくなる。連作

は４年輪作に比較すると子実重は２５％（最大

５５％）減収する。これは主として雪腐病の多

発による（表１、平成７年指導参考事項）。

したがって適正な輪作体系を実践することが

良質小麦の安定確収の基本である。

３ 雪腐病防除対策上の留意事項
�根雪期間が長いほど被害が大きくなるの
で、融雪促進はすべての雪腐病防除の基

本となる。

道央、道北などで発生の多い褐色雪腐病

は、排水不良畑での発生が多いことから

ほ場の排水促進を徹底する。

�紅色雪腐病には種子消毒も重要な防除対

策である。

�薬剤による雪腐病防除を行なう場合、雪
腐病の種類により、薬剤の効果が異なる

ので、自分のほ場で常に発生する雪腐病

表２ 小麦雪腐病の種類

種 類 区 分 特 徴 主な対策

紅色雪腐病
全道的に発生

枯れた茎葉が鮭肉色になる
種子消毒
薬剤散布
融雪促進

雪腐黒色
小粒菌核病

灰白色の枯死葉上に球形の黒い粒
薬剤散布
融雪促進

雪腐大粒菌核病
道東～道東北部
で発生

枯死葉上に黒いネズミの糞状の粒
薬剤散布
融雪促進

スッポヌケ病
中心部が褐色に枯れ、容易に抜け
る

薬剤散布
品種選択

雪腐褐色
小粒菌核病

道央・道北など
多雪地帯で発生

枯死葉上に赤褐色のいびつな粒
薬剤散布
融雪促進

褐色雪腐病 茎葉が褐色に枯死
排水促進
融雪促進
薬剤散布

表１ 小麦連作区の収量反応の特徴（平成７年指導参考事項）

区 分 減収率（％） 経 年 的 な 特 徴
子実重 ２５（５５） 連作２年目から低下（雪腐病の多発時激減）
百粒重 ５（１４） 連作４年目から低下

１）４年輪作区（てんさい→ばれいしょ→菜豆→小麦）との比較

２）数値は平均値、（ ）内は最大値。
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の種類を把握し、それに応じた効果的な

薬剤を選択する。雪腐病の見分け方のポ

イントを表２に示す。

多くの薬剤は複数の雪腐病を同時に防除

が可能である（防除ガイドや農業改良普

及センターの情報を参照）。

�薬剤を選択したら最も効果的な時期に散

布する。

散布適期はすべての雪腐病で根雪直前で

ある。根雪直前の判断は難しいが、各地

の根雪始めに関する平年値及び最早値や

その年の気象予報を参考に判断する。

薬剤散布後から根雪までの期間が長かっ

たり、多量の降雨があった時は、使用基

準の範囲内で再散布を行う。

雪腐大粒菌核病

スッポヌケ病

紅色雪腐病

雪腐黒色小粒菌核病

雪腐褐色小粒菌核病

褐色雪腐病

再散布の目安：散布後２０日以上経っても根雪とならない場合

：薬剤散布後、日降水量が２０�以上または降水量の
累積が３０�以上の場合

※ 再散布の薬剤については使用規制があるため、使用基準を遵守する

全道で発生 道東で発生 道央で発生
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麦　　作 

春まき小麦「初冬まき栽培」のポイント

北海道農政部食の安全推進局 技術普及課 主 査 久 保 勝 照

春まき小麦はパン用の小麦として需要が高く、その栽培法として道央地域を中心に始まった

「初冬まき栽培」は各地に普及し、平成２２年産の作付面積は約１，８３０�となりました。
「初冬まき栽培」を含めた春まき小麦の栽培は、平成２１年産は登熟期の日照不足と多雨による

天候不順により収量・品質の低下を招き、平成２２年産は６月下旬以降の著しい高温と７月の日照

不足で収量に影響しました。

春まき小麦栽培にとって厳しい年が２年続きましたが、「初冬まき栽培」のメリットを生かせ

るよう、今一度「初冬まき栽培」の基本を確認しておきましょう。

１ 「初冬まき栽培」の失敗す
る要因

� 出芽前出芽
は種が早すぎ根雪前に出芽してしまうと、

越冬中に枯死してしまいます。

� 滞水
小麦の根は過湿に弱く、融雪水が滞水する

と酸素不足で枯死してしまいます。透排水性

の悪いほ場ではトラクターの走行跡が水たま

りになることがあり、そうなると枯死してし

まいます。

� 土壌凍結
土壌凍結する地帯・冬期間の積雪深が浅い

地帯・根雪が遅く融雪が早いために凍結する

地帯では凍上害で根が切れ、越冬率が落ちて

茎数不足になります。また、融雪を促進しす

ぎると一度融けた水分が凍結し、かえって凍

上害を増長する場合があるので注意が必要で

す。

� 雑草の繁茂
越冬性が悪く茎数不足で裸地化したほ場、

除草剤の使用適期を逃したほ場などでは雑草

が優占し、生育や収穫に影響を及ぼすことが
（鞘葉までなら越冬は可能である）

走行跡の水たまり
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練り返しで出芽せず裸地となったほ場

あります。

� 土の練り返し
土壌を練り返すと、排水不良になり越冬性

が低下します。

暗渠・明渠を整備し、は種前にサブソイ

ラーを施工するなど、ほ場の乾燥化を図りま

す。耕起はなるべくほ場の乾燥しているとき

に行い、ほ場を練り込むことの無いようにし

ます。

２ 「初冬まき栽培」の７ヶ条
� ほ場の準備
融雪時に滞水するほ場では、発芽率が著し

く劣るため、ほ場の選定と排水対策が重要で

す。そのためには、�排水の悪いほ場を避け
る。�心土破砕等により透排水性を改善する。
�水田と隣接するほ場では明渠の整備を行い、
浸透水を防止する。などの対策が必要です。

� 耕起・砕土
砕土が細かいと越冬後の生育が劣るので、

ロータリー耕よりもチゼルプラウやスプリン

グハローによる粗い砕土が望ましく、なるべ

く土壌水分が少ない時期を見計らって、練り

返しがないように砕土・整地します。

� 種子消毒
紅色雪腐病に効果のある薬剤で、種子消毒

を行います。

� は種期
春まき小麦は、は種後、根雪前に出芽して

しまうと多くの場合積雪下で枯死してしまい

越冬個体数が減少するので、根雪直前のは種

が望ましいことになります。

は種後の積算気温が１１５℃で出芽するので、

地区の平年の根雪始の２０日前から根雪までが

は種期となります。ただし、平年の根雪始が

１２月１日以降の地区は、１１月１１日以降から根

雪始までです。

� は種量
越冬個体数が１００個体／	以下になると減
収程度が大きくなり、高い収量を得るために

スタブルカルチの施工

無材暗渠（カッティングドレーン工法）の施工

心土破砕の実施
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は１５０個体／	以上が望ましく、収量の安定
を図るには２００～２５０個体／	程度の越冬個体
数を目標としては種量を設定します。

初冬まき栽培の越冬率は、ドリルは種では

５０～７０％程度であり、散播では３０％程度まで

低下する場合もあります。このためは種量は、

ドリルは種では１６～２０
／１０a程度（約４００

粒／	）、散播では２０～２５
／１０a程度とな

ります。

� 施肥
基肥窒素は不要です。窒素は融雪直後ほ場

に入れるようになったら速やかに施用します。

リン酸とカリは基肥または融雪直後に標準量

を施用します。

初冬まき栽培は、春まき栽培よりも概ね収

量は増加し子実タンパク含量は低くなる傾向

があります。このため、子実タンパク含量を

高めるために後期追肥を実施します（表１）。

特に「はるきらり」の初冬まき栽培では、

「ハルユタカ」の標準施肥量では子実タンパ

ク含量が基準値を下回る可能性があるので、

開花期以降３～４回の尿素葉面散布を行う必

要があります（表２）

地力の高低を考慮した「道北地域（上川北

部および留萌）における「春よ恋」初冬まき

栽培の窒素施肥基準」が設定されました（表

３）。

� 雑草の少ないほ場を選定する
初冬まき栽培では、は種時の土壌処理除草

剤を使用出来ません。したがって、ほ場の選

定にあたっては「スズメノカタビラ」等のイ

ネ科雑草が少ないほ場を選定することが重要

です。

表１「ハルユタカ」および「春よ恋」の基本的な窒素の施肥方法

品 種 窒 素 備 考

ハルユタカ
●融雪直後に９～１０
N／１０a程度を
施用、止葉期に６
／１０aを上限に
追肥する。

融雪後の追肥は、生育量確保のため、
ほ場に入れるようになったらなるべく
速やかに施用する。
後期追肥により子実の蛋白含有率は春
まき栽培並みとなる。
倒伏が懸念される場合、融雪直後の窒
素量を減らしたり、止葉期の追肥を出
穂期まで遅らせる。
春まき栽培の「春よ恋」の土壌型区分
別の窒素施用量は、洪積土・火山性土
９、沖積土６、泥炭土３
N／１０aで
あり、前作や土壌の肥沃度により２～
３
N／１０a増減する。

春よ恋

●融雪直後に春まき栽培の標準量より
３
N／１０a少ない量を施肥し、開
花期以降に尿素葉面散布（２％尿素
１００
／１０aを１週間おきに３回、
窒素量で３
N／１０a）、または出穂
期に３
N／１０aの追肥を行う。な
お、泥炭土では分施を行わず、春ま
き栽培の標準量を融雪直後に全量施
用する。

※リン酸、カリ：基肥または融雪直後に春まき栽培の標準量を施用する。
※平成７年、平成１７年指導参考事項

表２ 「はるきらり」の施肥体系

融雪期 止葉期 開花期以降 備 考

初冬まき
栽培

１０
N／１０a ６
N／１０a
３～４
N／１０a

（葉面散布３～４回）
開花期以降、春まき栽培に準
じて尿素葉面散布を行う。

※リン酸、カリ：基肥または融雪直後に春まき栽培の標準量を施用する。
※平成２０年普及推進事項
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表３ 道北における初冬まき栽培（「春よ恋」）の窒素施肥基準１）

項 目
地力区分

低（L） 中（M） 高（H）
熱抽窒素（�／１００�）
腐植含量（％）

～５ ～１０ １０～

窒素施肥量
（
／１０a）

融雪期２） １２ ９ ４
穂揃期３） ３ ３ ３

目標子実収量（粗麦）
目標タンパク含有率

４８０
／１０a
１１．５～１４．０％

注１）土壌診断基準を満たし、心土破砕などの基本技術を実施し、土壌の物
理性や化学性が良好なほ場を対象とする。

注２）倒伏の可能性があるほ場（「稈長９０�以上」または、「稈長８０�以上か
つ穂数７００本以上」）では減肥する。

注３）３
／１０aを上限とし、タンパク含有率の過年度実績により減肥する
（窒素１
当たりタンパク含有率０．２％を目安）

※平成２２年度普及推進事項
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麦　　作 

第３０回（平成２１年度）共励会の各部門で最優秀賞に輝いた方々（集団）

１．高橋 和男さん（中央） ～ 津別町
第１部 畑地における秋播小麦

＜個人＞

２．報徳麦作組合（中央左：鈴木さん、中央右：村上理事） ～ 美幌町
第１部 畑地における秋播小麦

＜集団＞

３．木村 茂さん（右） ～ 初山別村
第２部 水田転換畑における

秋播小麦

＜個人＞

第３１回（平成２２年度）北海道麦作共励会の

参加者・集団を募集中
～全道各地から優秀な事例を募集していますので、

たくさんの参加をお願いいたします。～

表彰式会場にて（平成２２年３月８日�
ホテルモントレエーデルホフ札幌）
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●主催及び後援団体
主 催：社団法人 北海道米麦改良協会

後 援：北海道、北海道農業協同組合中央会、ホクレン農業協同組合連合会、

北海道製粉連絡協議会、北海道農産物集荷協同組合

●部 門
共励会は、個人及び集団別に以下の部門毎に行う。

� 第１部：畑地における秋播小麦。

� 第２部：水田転換畑における秋播小麦。

� 第３部：全道における春播小麦。

●参加資格
［１］個人（次の要件を満たす農家であること。）
� 当該年産を含む、３カ年の平均作付面積がおおむね２�以上であること。
ただし、春播小麦については、おおむね１�以上とする。
� 当該年産小麦の１０a当たり収量が当該市町村の平均収量以上であること。

� 省力的な麦作を行い、品質もすぐれ、麦生産技術の向上が顕著であること。

� 作付品種が北海道の優良品種であること。

［２］集団（次の要件を満たす集団であること。）
� 生計を異にする５戸以上で、栽培技術の取り組みが一致性を有し、圃場管理技術の実施

等においても、省力化や品質向上面で共同して効率化を図っている集団であること。該当す

る農業法人も含むものとする。

� 当該年産を含む、３カ年の平均作付面積がおおむね２０�以上であること。
ただし、春播小麦については、おおむね１０�以上とする。
� 当該年産小麦の１０a当たり収量が当該市町村の平均収量以上であること。

� 省力的な麦作を行い、品質もすぐれ、麦生産技術の向上が顕著であること。

� 作付品種が北海道の優良品種であること。

●参加手続と全国麦作共励会への推薦
� この共励会への参加は、市町村米麦改良協会より地区米麦改良協会へ推薦し、地区協会

は選考のうえ、全道共励会へ推薦するものとする。

� 全道共励会において、各部１位の個人・集団１点を、全国麦作共励会の参加資格基準に

基づき推薦するものとする。

●全国麦作共励会参加基準
（個人）当該年産麦の作付面積が２�以上であること。
（集団）当該年産麦の作付面積が１０�以上であること。
また、麦作共励会において原則として、過去３カ年間以内に農林水産大臣賞を授与されたこと

がないこと。

※参加申込期日は１０月末です。

詳細は各地区米麦改良協会へ問い合わせ願います。
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◎良質米麦の出荷目標 

●一等米　100％ 

●整粒歩合80％以上確保 

●精米蛋白質含有率6.8％以下 

●仕上がり水分14.5～15.0％ 

●入れ目1％以上確保 

●全量種子更新 

●一等麦　100％ 

●低アミロ麦皆無 

●DON暫定基準値1.1ppm 

　以下でできるだけ低いこと 

●赤かび粒混入限度　0.0％ 

●異臭麦皆無 

●十分な入れ目の確保 

●全量種子更新 

◎農産物検査事業の方針 

◆公平、公正、迅速に行う。 

◆必要な技術的能力の維持・向上に努める。 

◆客観性・公平性から他部門からの影響排除。 

◆制度の適正な運営に寄与する。 

 

麦作 
雪腐病対策の徹底で良質小麦の安定確収を 
 
春まき小麦「初冬まき栽培」のポイント 
 
第31回（平成22年度）北海道麦作共励会の 
参加者・集団を募集中 


